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本書作成の
狙いと読み方

我が国の農林水産業や食品産業を取り巻く環境

　近年、我が国の食を取巻く環境は、中国をは
じめとした新興国の台頭と急激な市場成長、世
界経済の停滞、世界的な気候変動に伴う原材料
価格の上昇など、食のグローバル化が進む中、
大きく変化しています。一方、国内に目を向け
れば、人口減少に伴う食料消費の減少、高齢化
の進展による生産労働人口の減少など、農林水
産業や食品産業にも深刻な影響が懸念される状
況です。
　都市化の進展によるライフスタイルの変化は、
食生活の多様性をもたらし、さまざまな消費の
場面を生み出す一方、食の簡便化や規格統一な
ど大量生産・大量消費のメカニズムを有したフー
ドシステムを構築してきました。このようなフー
ドシステムに対応するためには、大量な原料ロッ
トを短期間で確保しなければならず、時として

表示や産地の偽装など、国内外における食品事
件や事故を発生させる負の影響に至るケースに
も繋がってきました。
　このような状況に伴い、消費者の嗜好は、より
安全な商品を求めるニーズの高まりとなり、出自
の明らかさや顔の見える商品など、国産品の再評
価などが進む一方、新興国の富裕層を中心として、
品質が高く安全な我が国の食に対するのニーズの
高まりをもたらす状況も見られます。
　国産品の再評価や国際的なジャパンブランド
に対するニーズは、昨今の地域における食ブー
ム、食をテーマとした物産展・催事、B-1 グル
メやメディアをとおした地域食材の発掘など、
新たなビジネスを醸成する一方、それに対応し、
地域の商品提案力・企画力や開発力が必要とさ
れる状況になっています。
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■『連携』などによる新たなビジネスの構築とそれに伴う課題

　地域における農林水産業、食品産業の新たな
取組が進められる中、農商工や異業種など、こ
れまでのフードチェーンにない新たな事業者間
での連携、産学官などイノベーション（技術革
新）の創出を目的とした連携、6次産業化など
既存の生産者が自ら加工・販売などに取組む、
もしくはこれらを行う事業者との連携、さらに
は、異業種の農業参入など、近年、さまざまな
ビジネスモデルが構築されようとしています。
　しかしながら、これらの取組は、『連携』や
『提携』、『参入』など、各事業体におけるビジ
ネスの新たな手法を必要とすることから、連携
における相互利益の確保、相互のビジネスに対
する理解の欠如、知的財産権や所有権等の移動
など、事業化にあたり多くの課題が見られる状

況です。また、新たな商品を開発しても販路が
ない、売れない、継続的に必要な原料が確保で
きない、新たなビジネスを維持・継続するため
の資金がないなど、多くの問題が発生する場面
も見られます。
　これらの課題や問題点も踏まえ、現在、国や
県などを中心に、商品開発や販路確保、ビジネ
スマッチング、さらには連携や提携、参入をア
ドバイスするための人材の配置など、多くの支
援事業が展開されていますが、課題解決のため
に進めなければならない案件の多さ、複雑さに
加え、人材を配置したものの、どのように課題
を解決するべきかわからないなど、更なる二次
的な課題も見られる状況です。

我が国の農林水産業や食品産業における新たなビジネスモデル
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■今、考えなければならないこと

　地域の魅力的な原材料を利活用し、農林水産
業と食品産業の連携を中心に、新たなビジネス
モデルを構築する場合、地域が持つ可能性（地
域ポテンシャル）をどのように活用し、地域と
して、どのような戦略を講じてゆくべきかとい
う点について、整理して考える必要があります。
　特に、販売力のある商品を開発し、消費者に
伝えて行くためには、「なぜその原料が使われ
たのか」、「なぜその商品が開発されたのか」、「ど
のような消費者に販売したいのか」、「そのため
の販路はどこか」、「消費者にはどのような方法
で伝えるのか」など、地域ポテンシャルと商品
のストーリー性の確保、地域において誰が何を

するのか（もしくは何ができるのか）など、地
域の枠組における戦略的な検討が求められま
す。
　現在、地域では、戦略展開に関する種々の検
討が行われていますが、そのために議論しなけ
ればならない課題の範囲は広く、また各セク
ター（業種・業態、組織・機関）における各々
の役割分担の整理など、全てを短時間に解決す
ることは困難な状況です。
　国や都道府県においても、そのための戦略や
ビジョンを策定していますが、どのような順序
で誰が何を行うのかといった整理においては、
具体策がなかなか見出せない状況です。

■本書の狙いと読み方

　本書では、このような状況を踏まえ、国内各
地で進められている食や農をテーマとした新た
な取組に対して、地域ポテンシャルを理解し、
地域の価値を再認識していただくため、秋田地
域連携推進戦略構想書策定ワーキンググループ
（ＷＧ）を設置し、次ページの図に示した論点
での議論を進め、「今、秋田県で何をするべきか」
という視点での戦略検討を行いました。
　議論の結果は、現在、国や県が進める政策を
踏まえ、できる限り「秋田固有の問題」として
フォーカスをしぼり、農林水産業や食品産業の
連携等において、「秋田ならでは」といった戦
略提案を行っています。

　なお、本書は、現在の我が国における農林水
産業や食品産業の連携に関連する現状を俯瞰的
に捉え、その上で、現在の秋田県における課題
と戦略視点についてＷＧメンバー等で自由な議
論のもと検討を行っています。
　このため、本書の第４章に記した戦略提案に
ついては、特に秋田県の施策等をフォローする

ものではありません。あくまで、ＷＧメンバー
の自由な発想から導き出された課題解決のため
の提案としてお読みください。

　本書に書かれた内容をもとに、「私はこう考
える」、「私ならこういったことができる」、さ
らには、「もっと具体的な戦略を構築しよう」
など、みなさんが、地域の取組を進めるための
『気づき』として活用され、自らが地域のため
に行動し、これからみなさんが実施される秋田
県のための活動に資することを狙いとしていま
す。
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■戦略構想書の項目と作成までの検討プロセス
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第１章～第３章までの内容を総括し、今、もしくは、これから
の秋田県に必要な６つの戦略提案を行った。

１.「あるもの探し」と「あるもの磨き」（価値の再発見と付加価値形成）
２.市場の分析力と地域の連携力を駆使して新たなマーケットを目指す
３. 生産と製造に関わる技術の利活用
４.観光との融合による地域ブランド力の向上
５.情報ネットワーク構築とファシリテートセクションの重要性
６. 最重要課題は「つなぎ役」、コーディネーターの育成

◇秋田として、今、何をするべきか

第４章 今後のストーリー展開（戦略提案） ・・・・・・・・・・ P47

戦略視点のポイントとなる５項目８テーマに対し、地域内の
参考となる情報収集を行った。また、「秋田ならでは」といっ
た観点で、さらに参考となる情報についても掲載した。

◇課題解決の参考事例と秋田の価値の再認識として

第３章 連携推進のポイントと課題の克服 ・・・・・・・・・・P39

秋田県の地域ポテンシャルの抽出・整理を行うとともに、秋
田県を取巻く外部環境等との分析から、地域が進めるべき
戦略視点を、５項目（８テーマ）に絞り整理を行った。

◇主観的な秋田イメージの「見える化」と、農林水産業と
　食品産業との連携推進における課題の分析

第２章 食農連携推進の課題分析 ・・・・・・・・・・P27

秋田県の生産、製造、商業・観光、行政施策等について、
俯瞰的、客観的な視点から整理を行った。

◇秋田のマクロ的な概況を理解するために

第１章 統計等で見る秋田県の現状 ・・・・・・・・・・・P7



Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

地 域 連 携 に よ る 食 品 産 業 の 推 進 に 向 け て

秋田県の生産・製造、商業・観光

秋田県の関連施策など

○秋田県の生産や食品製造およびその地域内需要先となる商
業、さらには県外からの入込客（流入需要）等について、統
計資料をもとに県全体の現状を客観的かつマクロ的に把握。

○地域の生産や食品製造に関連した基幹施策の概要を整理する
ことで、地域の取組や活動が行政においてどのように戦略展
開されているかについて把握。

第１章 統計等で見る秋田県の現状

第２章 食農連携推進の課題分析へ

農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業 7農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業



Ⅰ

農林水産省：生産農業所得統計（平成 20年データ）
農林水産省：漁業・養殖業生産統計（平成 20年データ）
農林水産省：生産林業所得統計（平成 20年データ）
注）その他農業は工業農作物、種苗・苗木類。その他畜産は養蚕含む。水産は、捕鯨、内水面漁業は含んでいない。林業には「栽培きのこ類」は含んでいない。

農業産出額
漁業生産額
林業生産額

全国合計 秋田県 全国第１位

全国平均産出額
生産額
(a)

産出額
生産額 順位 生産品の

構成割合

産品の
国産品
シェア(b)

都道府県 金額 国産品
シェア (c)

( 億円 ) ( 億円 ) (b/a) ( 億円 ) (c/a) ( 億円 )
合　計 106,374 2,011 22 位 100.0% 1.9% 北海道 13,733 12.9% 2,263
 農業産出額 58,796 1,546 16 位 76.9% 2.6% 北海道 5,194 8.8% 1,251
　 米 19,312 1,092 3 位 54.3% 5.7% 新潟県 1,669 8.6% 411
　 穀類・豆類 3,781 32 21 位 1.6% 0.8% 北海道 1,438 38.0% 80
　 野　菜 21,105 278 26 位 13.8% 1.3% 北海道 1,786 8.5% 449
　 果　実 7,410 84 28 位 4.2% 1.1% 青森県 671 9.1% 449
　 花　き 3,656 27 39 位 1.3% 0.7% 愛知県 607 16.6% 78
　 その他農業 3,533 32 23 位 1.6% 0.9% 北海道 519 14.7% 75
 畜産業産出額 27,108 302 30 位 15.0% 1.1% 北海道 5,057 18.7% 577
　 肉牛・乳牛 12,842 86 32 位 4.3% 0.7% 北海道 4,089 31.8% 273
　 豚 5,837 150 13 位 7.5% 2.6% 鹿児島県 739 12.7% 124
　 鶏 7,930 63 31 位 3.1% 0.8% 鹿児島県 762 9.6% 169
　 その他畜産 499 3 19 位 0.1% 0.6% 北海道 283 56.7% 11
 加工農産物 606 1 31 位 0.0% 0.2% 静岡県 148 24.4% 13
 栽培きのこ類 2,240 41 17 位 2.0% 1.8% 長野県 476 21.3% 48
 水産業 15,416 43 37 位 2.1% 0.3% 北海道 2,958 19.2% 395
　 漁業 11,245 43 35 位 2.1% 0.4% 北海道 2,620 23.3% 288
　 養殖 4,173 0 34 位 0.0% 0.0% 愛媛県 652 15.6% 119
 林業 2,209 78 7 位 3.9% 3.5% 北海道 420 19.0% 46

秋田県の生産の概況（農業産出額、水産・林業生産額ベース）

１.秋田県の生産
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

１位　米 1,092 ６位　生乳 31

２位　豚 150 ７位　トマト 28

３位　りんご 58 ８位　すいか 27

４位　肉用牛 52 ９位　葉たばこ 25

５位　鶏卵 47 10位　ねぎ 22

資料：秋田県「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」

■農業産出額上位 10品目 　（単位：億円）

●もっと詳しく●

米

資料：「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」付属統計資料を一部加工
引用データ ： 秋田県農政事務所、東北農政局公表資料、入札価格は全国穀物取引・価格形成センター資料
作付け品目の「その他」は、ササニシキ、デワヒカリ（H16まで）、キヨニシキ (H15まで ) など

作付面積
(ha)

作付け品種の割合 入札価格
(単位：円 /60kg)

あきた
こまち

ひとめぼれ めんこいな その他 あきた
こまち

ひとめぼれ めんこいな

H12 95,600 83.4% 7.8% 0.9% 7.9% 15,977 15,135 -
H13 92,200 81.6% 7.7% 4.2% 6.5% 16,686 15,456 -
H14 92,100 80.6% 7.0% 6.7% 5.7% 16,248 14,982 18,783
H15 90,400 81.4% 7.1% 7.0% 4.5% 20,788 19,444 18,240
H16 93,700 85.0% 7.8% 4.1% 3.1% 15,646 - -
H17 94,600 87.3% 7.5% 2.9% 2.3% 14,943 13,979 13,530
H18 94,100 87.7% 7.4% 2.5% 2.4% 14,584 13,949 -
H19 94,100 86.7% 8.7% 2.9% 1.7% 13,627 - -
H20 89,000 84.0% 9.8% 4.5% 1.7% 14,800 - -
H21 89,700 81.2% 10.2% 6.5% 2.1% 14,500 - -

秋田県の米の作付面積推移と品種の割合及び各品種の入札価格

9農山漁村 6次産業化対策事業
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1-１.秋田県の生産

野菜・果実

* 施設野菜と露地野菜とは 
施設野菜とは、ガラス室やビニールハウス等の構造物内で栽
培した野菜をいいます。これに対して、露地野菜とは、生育
期間のほとんどを自然環境下で栽培した野菜をいいます。

品 目 Ｊ Ａ 名
ねぎ あきた白神
アスパラガス 秋田やまもと、秋田しんせい、

秋田おばこ、秋田ふるさと
ほうれんそう 秋田おばこ 
トマト かづの、秋田おばこ、秋田ふるさと、

こまち
メロン 秋田みなみ、秋田やまもと
きゅうり かづの、秋田ふるさと、こまち
すいか おものがわ、秋田ふるさと、こまち、

うご
えだまめ 秋田おばこ、秋田ふるさと、

こまち
みょうが あきた白神
山うど あきた白神
とんぶり あきた北
ミニトマト 秋田しんせい
資料：秋田県「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」 

■野菜・果樹における県内の主な１億円以上の産地 

■主要野菜の作付面積の推移 （単位：ha）

資料：東北農政局「第 56次秋田農林水産統計年報」 

 トマト すいか ねぎ ｱｽﾊﾟﾗ えだまめ
H15 336 615 460 463 792
H16 331 590 468 476 886
H17 322 574 456 471 876
H18 309 544 447 484 874
H19 296 536 452 489 893
H20 286 529 466 479 969

■主要野菜の作付面積の推移（H15～H20）と樹種別作付割合（H20） 
（単位：ha） 

資料：東北農政局「第 56次秋田農林水産統計年報」 
　　　秋田県「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」 

りんご な し ぶどう
H15 2,050 256 265
H16 1,990 250 261
H17 1,890 241 248
H18 1,820 235 239
H19 1,780 226 226
H20 1,750 221 217
樹種別 ふじ (1,084) 

その他 (666)
幸水 (131) 
豊水 (51) 
その他 (39)

ｷｬﾝﾍﾞﾙｱｰﾘｰ
(69) 
その他(148）
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

●もっと詳しく●

畜産

水 産

■豚、採卵鶏の飼養状況の推移
（単位：戸 , 千頭・千羽）  

資料：秋田県「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」 

豚 採卵鶏
戸数 頭数 頭数

/戸
戸数 羽数 羽数

/戸
H16 195 243.7 1,250 38 1,888 49.9
H18 168 229.1 1,364 35 1,567 44.8
H19 159 236.9 1,490 28 1,718 61.4
H20 140 230.8 1,649 28 1,976 70.6
H21 140 277.5 1,982 28 1,993 71.2

■主要水産物の漁獲量の推移  （単位：トン）  

資料：東北農政局「第 56次秋田農林水産統計年報」

ハタハタ ホッケ マアジ カニ マダラ
H15 2,969 789 495 1,008 348
H16 3,258 482 774 725 412
H17 2,402 392 903 534 684
H18 2,625 334 516 813 559
H19 1,653 498 682 715 998
H20 2,938 818 760 698 649

■牛の飼養状況の推移 （単位：戸 , 千頭） 

乳用牛 肉用牛
戸数 頭数 頭数

/戸
戸数 頭数 頭数

/戸
H16 197 7.20 36.5 1,760 22.6 12.8
H17 193 7.13 36.9 1,640 22.2 13.5
H18 188 7.22 38.4 1,580 21.6 13.7
H19 176 6.83 38.8 1,550 21.5 13.9
H20 170 6.57 38.6 1,440 21.9 15.2
H21 163 6.29 37.4 1,400 21.5 15.3

資料：秋田県「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」 

11農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業



Ⅰ

製造品出荷額等 付加価値額等 付加価値率

全国合計
(億円 )

秋田県
( 億円 )

製造出荷
額の構成
割合

製造品
出荷額
シェア

全国
(億円 )

秋田県
( 億円 )

付加価値
額の構成
割合

付加
価値額
シェア

全国 秋田県

合計 348,531 1,247 100.0% 0.4% 115,026 469 100.0% 0.4% 33.0% 37.6%
　畜産食料品 52,693 261 20.9% 0.5% 12,923 48 10.2% 0.4% 24.5% 18.3%
　水産食料品 33,978 34 2.7% 0.1% 10,598 16 3.3% 0.1% 31.2% 45.7%
　精穀・製粉 14,112 84 6.8% 0.6% 2,585 20 4.2% 0.8% 18.3% 23.3%
　めん・パン・菓子類 54,897 245 19.7% 0.4% 25,990 131 27.9% 0.5% 47.3% 53.4%
　農産保存食料品 7,971 52 4.2% 0.7% 2,968 21 4.5% 0.7% 37.2% 40.4%
　砂糖・油脂・調味料類 34,485 54 4.4% 0.2% 12,045 28 6.0% 0.2% 34.9% 51.8%
　その他の食料品 51,580 227 18.2% 0.4% 20,014 94 20.1% 0.5% 38.8% 41.6%
　清酒 4,823 156 12.5% 3.2% 2,329 70 14.8% 3.0% 48.3% 44.7%
　その他の酒類 31,119 x - - 9,323 x - - 30.0% -
　その他の飲料 25,766 13 1.0% 0.0% 9,970 8 1.7% 0.1% 38.7% 63.9%
　飼料・有機質肥料 13,943 x - - 1,982 x - - 14.2% -
　たばこ 23,164 x - - 4,300 x - - 18.6% -
平成 20年工業統計表「産業中分類別及び産業細分類別統計表（都道府県別表）」（従業員 4人以上）を一部加工
付加価値額のうち従業者 29人以下は粗付加価値額で算出
※製造品出荷額等及び付加価値額等の第１位は静岡県（出荷額 22,948 億円、付加価値額 7,914 億円）
※秋田県は製造品出荷額等及び付加価値額等とも全国 44位
※秋田県の部門別数値は、未確認「x」が含まれるため、各部門と合計の数値とは一致しない。

秋田県の食品製造の概況（製造出荷額等、付加価値額等）

２.秋田県の食品製造
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

1,006 1,046 987 918 959 1,011

405 393
277 266 245 235

0
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1,200

1,400

1,600

H15 H20H19H18H17H16

食料品 飲料・たばこ・飼料等

（単位：億円）

1,411 1,439

1,264
1,184 1,204

1,247

工業統計表「産業中分類別及び産業細分類別統計表（都道府
県別表）」（従業員4人以上）を一部加工

13,014
14,008

15,856 16,615 15,558

10.8%
10.3%

9.0%

7.5% 7.2%
8.0%

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

全製造業の製造出荷額
製造出荷額に占める割合（単位：億円）

工業統計表「産業中分類別及び産業細分類別統計表（都道府
県別表）」（従業員4人以上）を一部加工
注）割合は、食料品製造業、飲料・たばこ・飼料等の合計

14,026

H20H19H17 H18H16H15

工業統計表「産業中分類別及び産業細分類別統計表（都道府
県別表）」（従業員4人以上）を一部加工

1,011

3,064
3,596

6,138

2,963 2,837

235
974 1,167

1,692

451

3,145

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

秋田県 青森県 岩手県 宮城県 山形県 福島県

食料品 飲料・たばこ・飼料等（単位：億円）

1,247 4,038 4,764 7,830 3,415 5,982

秋田県の食品製造出荷額の推移 食料品製造業等の全製造品出荷額に占める割合

東北の食料品・飲料等の出荷額（平成 20年）

従業者
規模

平成20年
平成10年
秋田県 

事業所
増減全国

構成割合
秋田県
企業数

4～9人 42.3% 238
（53.0%）

322
（59.7%）

-84

10～29人 35.7% 159
（35.4%）

169
（31.4%）

-10

30～99人 14.5% 40
（8.9%）

37
（6.8%）

3

100人～ 7.5% 12
（2.7%）

11
（2.1%）

1

事業所数 33,162 449 539 -90
工業統計表「産業編別データ（産業中分類別の事業所数）」を一部加工

■従業者規模の別に見た秋田県の食料品製造事業所数

13農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業



1-２.秋田県の食品製造

●もっと詳しく●

* 県際収支とは 
県の生産物や製造物は、他県や海外に移輸出されるのとともに、
県内の消費は、他県や海外からの移輸入等により賄われていま
す。
県際収支とは、この移輸出額と移輸入額との差を金額で表した
ものです。

-490

988 1,010
1,766

53

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

農業産出額
製造品出荷額等
県際収支

-588

523 727
1,164

679

2,393

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

農業産出額
製造品出荷額等
県際収支

〔平成12年〕

〔平成17年〕

(億円)

(億円)

（平成12年、平成17年ベース）

福島県山形県宮城県岩手県青森県秋田県

福島県山形県宮城県岩手県青森県秋田県

資料：生産農業所得統計、工業統計表、産業連関表より整理
注）福島県の県際収支は、平成7年と平成12年との算出基礎が異なる

ため表中の比較対照から除外している。また、表中の数値は県
際収支のみ掲載。

東北 6県の県際収支等比較

県内需要 県内
調達率

県際収支

米 45,107 99.6 83,112
麦類 3,281 0.6 -3,283
いも・豆類 2,595 32.1 1,173
野菜 22,880 41.1 2,838
果実 7,812 1.0 42
その他食用作物 1,117 9.1 -655
非食用作物 8,664 21.4 -529
畜産 22,917 68.7 6,645
農業サービス 19,491 100.0 0
育林 25,045 97.5 -578
素材 20,952 34.4 -13,022
特用林産物 1,957 62.3 3,328
海面漁業 6,557 30.9 -2,637
内水面漁業 1,119 62.4 -299
　　農林水産合計 185,514 67.5 76,180
と畜 18,307 21.7 -4,846
畜産食料品 24,328 24.7 -16,905
水産食料品 34,559 7.7 -30,788
精穀・製粉 22,941 63.4 29,964
めん・パン・菓子類 41,407 43.9 -10,477
農産保存食料品 7,741 10.5 -4,062
砂糖・油脂・調味料類 16,312 18.8 -11,656
その他の食料品 42,787 60.4 9,988
清酒 3,227 87.0 18,426
その他の酒類 27,729 9.3 -22,692
その他の飲料 35,148 1.0 -34,482
飼料・有機質肥料 15,452 2.7 -15,013
たばこ 24,718 0.0 -24,718
　　食料・飲料計 314,656 25.8 -137,237
資料：秋田県「農林水産業及び農山漁業に関する年次報告H21」
　　　出典 調査統計課、編集：農林政策課企画広報

■秋田県における食料品等品目別の県際収支（H17）
( 単位：百万円、％ )
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

清酒

日本酒の製造風景（麹作りの様子）

日本酒の製造風景
（櫂入れの様子）

国税庁：酒税統計

22,415

18,860
17,479 18,069 17,286

15,42815,204
13,023 12,294 11,468 11,020 10,328

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20

製成数量
販売量（消費量）

(kl)

秋田県の清酒の製成数量及び販売量（消費量）の推移

15農山漁村 6次産業化対策事業
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Ⅰ ３.生産・製造等に関する秋田県の特徴

米どころ秋田の展開

* 新規需要米とは… 
主食用米の需給に影響を及ぼさない米のことで、加工用や飼
料用、輸出用の米が当てはまります。米粉用も該当し、これ
らは転作したものとして扱われます。

●米粉用米の生産と需要拡大

◆米粉の製粉に関する技術開発と生産

◆製粉会社による技術開発

◆「あきたこまち」の輸出

酒どころ秋田の展開
●酒を中心とした発酵技術が地域を下支え

清酒品評会の様子 秋田県が誇る日本酒の数々

若手蔵元杜氏『NEXT５』のメンバー

種々の米粉製品 輸出用のあきたこまちパッケージ

16



Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

◆ハタハタ　～郷土食の代表◆

●世界でも例のない禁漁

●しょっつる…日本三大魚醤

◆秋田を代表する食材、食品◆

●稲庭うどん・・日本三大うどん

●漬け物

◆じゅんさい　～日常食べる超高級品◆

●実は比較的歴史の新しい転作作物の一つ

●じゅんさいは秋田の象徴的作物

◆秋田の隠れた食材◆

●「北限」

●「日本一」

魅力的な地域特産品や郷土料理

花ずし（左盆の上右側）ナタ漬け（右上）
いぶりがっこ（右下）

北限の桃（鹿角市）

17農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業



1-３.生産・製造等に関する秋田県の特徴

秋田県の観光・物産マップ秋田県の観光・物産マップ

18



Ⅰ統計等で見る秋田県の現状Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

秋田県の郷土文化など

比内地鶏 千羽焼き（大館市）
曲げわっぱ（大館市）

秋田の冬の風景

竿燈まつり（秋田市）

西馬音内盆踊り（羽後町）

犬っこ祭り（湯沢市）

食材豊かな秋田のおもてなし

コケコッコーと叫ぶ
比内地鶏 詠唱大会（大館市）

秋田の情緒豊かな囲炉裏端

①竿燈まつり 秋田市 138万人
②角館の桜まつり 仙北市 126万人
③種苗交換会 秋田市 105万人
④全国花火競技大会 大仙市 68万人
⑤B-1 グランプリ in 横手 横手市 27万人
⑥十和田湖冬物語 小坂町 25万人
⑦土崎港曳山まつり 秋田市 21万人
⑧おなごりフェスティバル 能代市 20万人
⑨千秋公園桜まつり 秋田市 20万人
⑩角館のお祭り 仙北市 19万人

■平成 21年度 秋田県の行祭事観光客トップ 10

5月 菜の花イベント、能代公園つつじまつり、
嫁見まつり、春のガーデンフェア  

6 月 小町芍薬苑 ｢芍薬まつり｣、まほろば唐松
｢薪能｣ 公演、ラベンダーフェア、小坂町
アカシアまつり、小滝のチョウクライロ
舞、大館バラ祭り、鹿島流し、ヤートセ
秋田祭  

7 月 ホタルフェスティバル、土崎港曳山まつり
8月 白瀑神社みこしの滝浴び、秋田竿燈まつ

り、七夕絵どうろうまつり、西馬音内盆
踊り、花輪ばやし、全国花火競技大会、
ねぶ流し

9月 角館のお祭り「曳山」、大館神明社のお祭
り、おなごりフェスティバル、小坂町ワ
イン祭り、いものこまつり in 鶴ケ池、生
保内節全国大会

10月 招福狐の行列、阿仁ゴンドラで行く観る
森吉山 ｢紅葉鑑賞｣、抱返り紅葉祭、朝市
｢秋のキノコ祭｣、法体の滝 紅葉 ( もみじ )
まつり、川連塗りフェア、全国ジャンボ
うさぎフェスティバル、よこて菊まつり、
藤駒岳紅葉登山・ハイキング 、全国ごて
んまりコンクール

11月 保呂羽山の霜月神楽、秋田船方節全国大会 
12 月 槻の木光のファンタジー、男鹿のなまはげ
1月 大日堂舞楽、三吉ぼんでん祭、ゆきとぴ

あ七曲 (花嫁道中 ) 
2 月 金浦 ｢掛魚まつり｣ ( たらまつり )、大館

アメッコ市、上桧木内の紙風船上げ、刈
和野の大綱引き、角館の火振りかまくら、
かまくら、犬っこまつり、なまはげ柴灯
まつり、払田柵の冬まつり、しがっこま
つり、六郷のカマクラ、(15 日夜 竹うち )、
川を渡るぼんでん、ぼんでん、田沢湖高
原雪まつり 

■四季折々に行われる秋田県の祭り

きみまち阪 森吉山周辺
大潟村周辺 川原毛地獄
男鹿半島 白神山地
角館周辺 大湯環状列石
八幡平 六郷湧水群
十和田湖 太平山
鳥海山周辺 森吉山
田沢湖 小安峡など
秋田駒ヶ岳 刺巻湿原
抱返り渓谷 風の松原

■秋田県の主な自然景観 仙北市 ホテルイスキア、田沢湖スキー場、レストラン
ORAE、乳頭温泉郷　鶴の湯、田沢湖（たつこ
像）、玉川ダム、雲巌寺

北秋田市 阿仁スキー場（樹氷）
仙北市・
北秋田市

秋田内陸縦貫鉄道 (角館駅、阿仁合駅 )

男鹿市 ホテル帝水（なまはげ太鼓）、男鹿水族館ＧＡＯ、
寒風山展望台

横手市 横手城（かまくら・横手やきそば）、漆蔵資料
館（稲庭うどん）

秋田市 セリオン・秋田港、よねしろ（居酒屋）、民謡
会館、すずらん通り、秋田市民市場、ＪＲ秋田
駅前

■韓国ドラマ『IRIS』の県内ロケ地

19農山漁村 6次産業化対策事業
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Ⅰ ４.秋田県の商業・観光産業
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事業所（個人含む）数

（億円） （件）

商業統計表「第2巻 産業編（都道府県表）第5表」を加工
（なお、平成11年は同第2表）
食料品小売業の年間商品販売額及び事業所数の推移

年間商品販売額（法人・個人合計） 事業所（個人含む）数 1事業所あたりの
販売額（万円）

全国合計
（億円）

秋田県
（億円）

販売額の
構成割合

販売額
シェア

全国
（事業所）

秋田県
（事業所）

構成
割合 全国 秋田県

食料品小売業合計 408,133 3,697 100.0% 0.9% 389,832 4,938 100.0% 10,469 7,488
各種食料品小売業 171,072 1,732 46.9% 1.0% 34,486 536 10.9% 49,606 32,322
酒小売業 24,896 315 8.5% 1.3% 47,696 864 17.5% 5,220 3,651
食肉小売業 6,557 38 1.0% 0.6% 13,682 134 2.7% 4,792 2,845
鮮魚小売業 8,581 62 1.7% 0.7% 19,713 281 5.7% 4,353 2,215
野菜・果実小売業 9,976 76 2.0% 0.8% 23,950 328 6.6% 4,165 2,302
菓子・パン小売業 20,722 129 3.5% 0.6% 66,205 708 14.3% 3,130 1,819
米穀類小売業 4,460 70 1.9% 1.6% 16,769 160 3.2% 2,660 4,395
その他の飲食料品小売業 161,871 1,275 34.5% 0.8% 167,331 1,927 39.0% 9,674 6,615
　うちｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 68,562 410 11.1% 0.6% 42,644 332 6.7% 16,078 12,354

平成 19年商業統計表「第 2巻　産業編（都道府県表）」を加工
※ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱは「その他の飲食料品小売業」の内数
※ 1事業所あたりの販売額は個人事業所を含む

秋田県の食料品小売業の概況（年間商品販売額、事業所数）
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

秋田県の観光

28,252 28,090 28,858 28,651 28,182 27,198

16,858 16,893 17,004 17,301 16,969 15,793
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資料：秋田県観光統計

秋田県の観光入込客数（県内・県外別）

4,125 3,516
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3,9223,8953,9824,093

40,890

秋田県の観光入込客数（宿泊・日帰り別）
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チャーター便
就航

IRIS効果

秋田県への外国人旅行客数の推移
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Ⅰ ５.秋田県の関連施策など

○４年間に創造する “秋田の元気 ”

○ 10年後の秋田県を見据えたプロジェクト

※農業（きのこ類を含む）及び水産業の産出額と食料品製造出荷額の合計
平成 20年（現状）： 3,182 億円→ 平成 25年： 3,500 億円
◇本県の農業産出額及び食料品製造出荷額は、永らく減少傾向にありましたが、平成 18年度頃から横ばい、あるいは微増に転じております。
◇ 今後、農業と食品産業等との融合を促し、ともに発展することによって、農業産出額については東北上位を、また食料品製造出荷額は東
北の他県と同程度の水準を目指します。

◇ 平成 25年度には、農・水産業では「技術」（収量・収穫量、品質等）や「投資」（機械化、規模拡大等）、「労働力」（家族経営の合理化、
集落営農や農業法人の設立）等の改善状況等を勘案し、品目毎の目標を積み上げた数値である 2,100 億円を、また食品産業では、牽引役
となる中核企業の育成を図ることで年 4％程度の成長を見込み、1,400 億円を目標とします。

実　績 目 標実　績 目 標

4,200

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

農業、水産業の産出額と食
料品製造出荷額の合計

（億円）

実　績実　績 目目 標標

3,000
3,200
3,400
3,600
3,800
4,000

3,971
3,800

3,672 3,659
3,488

3,727

3,328
3,222 3,139 3,123 3,182

3,270 3,350
3,420 3,500

農業、水産業の産出額と食
料品製造出荷額の合計

秋田県の農業・水産業の産出額と食料品製造出荷額合計の実績と目標

◇ 4年間に創造する “秋田の元気 ”
　元気Ａ：秋田に、新たな “ 戦略産業を創出 ” する
　元気Ｂ：秋田の、“ 食・農・観 ”を丸ごと売り出す
　元気Ｃ：県民が一丸となって “脱少子化秋田 ”を果たす
　元気Ｄ： 高齢化社会に対応した、“ 安心医療秋田 ”、“ 協働社会

秋田 ”をつくる

「ふるさと秋田元気創造プラン」に記された食と農に関連した戦略やプロジェクトの概要
◇10年後の秋田の姿を実現するための 5つの戦略
　（1）産業経済基盤の再構築戦略
　（2）融合と成長の新農林水産ビジネス創出戦略
　（3）県民参加による脱少子化戦略
　（4）いのちと健康をまもる安全・安心戦略
　（5）協働社会構築戦略
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

番号 プロジェクト 方向性 主な取組

1 〔プロ 1〕
秋田の強みを発揮で
きる販売環境づくり

① 産地情報をダイレク
トに丸ごと伝える仕
組みづくり

① 情報共有化の促進

2 ② 秋田の「丸ごとアピール」によるマーケットの開拓

3 ③ 産地の販売力の強化

4 ④ 秋田スギ人工林の資源情報の整備と活用

5 ② 多様なニーズに機動
的に対応する流通・
販売体制の確立

① 新たな集出荷・流通体制の構築

6 ② こだわり農畜産物の生産農場直営店など直売体制
の整備

7 ③ 加工・業務用需要に対応した価格安定制度の見直し

8 ④ 林業・木材産業・住宅産業の連携による新たな流
通システムの形成

9 〔プロ 2〕
新農林水産ビジネス
の展開を支える基盤
づくり

① 持続可能な大規模経
営体等の育成と多様
な担い手の確保

① ”あきた型 ”農業法人等意欲的な担い手の育成

10 ② マーケットイン戦略を担うリーダーの育成

11 ③ 農外も含めた多様な人材の参入促進

12 ④ 県産農産物の輸出を目指す生産者・事業者の育成

13 ⑤ 林業を通じた雇用の創出と担い手となる人材の育
成・組織の強化

14 ⑥ 木材・住宅産業に携わる人材の育成

15 ⑦ 担い手となる漁業者を対象とした経営安定の支援

16 ② 水田フル活用の推進
と生産基盤の整備

① 産地づくりと一体となったほ場整備の推進

17 ② 耕作放棄地の解消と水田フル活用の促進

18 ③ 森林整備と路網整備の一体的な推進

19 ③ 生産・消費現場と密
着した試験研究の推
進

① 現場ニーズに即した試験研究の推進

20 ② 県オリジナル品種や新商品の開発促進

21 ③ 木材産業と研究機関との連携による製品開発等の
推進

【融合と成長の新農林水産ビジネス創出戦略】

番号 プロジェクト 方向性 主な取組

1 〔プロ 4〕
戦略的展開による食
品産業の振興

① 「売れる商品づくり」
の推進と中核事業者
の育成

① マーケティング力強化の支援とブランド化の推進

2 ② 集中的な支援による中核事業者の育成

3 ③ 販売を起点とした食品加工技術の開発と移転の推
進

5 ② 農林水産業や観光産
業との連携強化

① 農商工連携等への積極的な支援

6 ② 農林水産業や観光と連携した新たなビジネスモデ
ルの構築

5 ② 多様な販売チャネルの
確保による販路拡大

① 商談会等を活用した多様な販売チャネルの確保支援

6 ② 秋田を売り込む「セル・アキタ」の推進

【産業経済基盤の再構築戦略】

ふるさと秋田元気創造プランの戦略体系一覧のうち
【産業経済基盤の再構築戦略】〔プロ４〕 と 【融合と成長の新農林水産ビジネス創出戦略】〔プロ１、プロ２〕
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1-５.秋田県の関連施策など

ふるさと秋田元気創造プランの戦略体系一覧のうち
【融合と成長の新農林水産ビジネス創出戦略】〔プロ３、プロ４〕

番号 プロジェクト 方向性 主な取組

22 〔プロ 3〕
需要創造力と訴求力
を兼ね備えた産地づ
くり

① 県オリジナルの品
種・技術によるブラ
ンド品目の生産拡大

① 実需者ニーズを見据えた新たな米販売戦略の推進
23 ② 新たな水田農業の構築に向けた取組の推進
24 ③ マーケットに機動的に対応する新産地の育成
25 ④ 業務需要に対応する産地づくりの推進
26 ⑤ 統合家畜市場の整備と肉用牛の産地づくりの推進
27 ⑥ 養豚を中心とする企業畜産の積極的な誘致
28 ⑦ 比内地鶏の認証制度の充実・強化と高付加価値化

の推進
29 ⑧ 秋田オリジナルの畜産物の生産・飼養方式の拡大
30 ⑨ 資源の適正な利用による「秋田ブランド」魚種の

安定供給
31 ⑩ 観光産業への活用も踏まえた地域水産資源の維

持・管理
32 ⑪ 「新・秋田スギブランド」の創造による県産材の

競争力の形成
33 ② 安全・安心な県産農

産物の供給体制の確
立

① あきたの環境にやさしい農業の推進
34 ② 食品衛生法の改正に対応した安全な秋田米の生

産・流通体制の確立
35 ③ 低炭素社会への貢献による林業・木材産業の新た

な価値の形成
36 ③ 産地の強みを育てる

新技術の普及・定着
① 多様な米の用途に対応した低コスト技術体系の確立

37 ② 大規模ブロックローテーション等による効率的作
業体系の確立

38 ③ 植物による土壌浄化技術の確立と普及
39 ④ 新技術導入による園芸作物本作化の推進
40 ⑤ 低コスト間伐技術等の導入による非皆伐施業体系

の確立と普及
41 ⑥ 木材製品の高品質化に向けた乾燥技術の向上
42 ⑦ 漁港の後背域等を活用した秋田独自の養殖方式の

拡大
43 〔プロ 4〕

他産業との融合によ
る多様な付加価値の
創出

① 他産業との融合・連
携による多様な新ビ
ジネスの展開

① 連携・融合に向けた基礎的な支援
44 ② 他産業との連携・融合を通じた新ビジネスの展開

支援
45 ③ 一次加工等の食関連企業の誘致活動の展開
46 ② 食・農・観連携の促

進
① 農業・漁業から「観」へのアプローチ体制の強化

47 ② 食・農・観連携の担い手の育成
48 ③ 「食・農・観」のＰＲの場の拡大
49 ④ 出版社や旅行会社との連携の強化
50 ③ 豊かな水田資源を活

用した米粉ビジネス
の活性化

① 米粉用米の需要拡大と安定供給体制の構築
51 ② 県内企業における商品開発支援と米粉ビジネスに

取り組む経営体の育成
52 ③ 県内における米粉の利用促進と米粉文化の定着
53 ④ 食関連産業の新展開

のための技術支援の
強化

① 加工技術の習得や技術移転等による新たな展開へ
の支援

54 ② 「売れる商品づくり」を目指す技術開発の促進
55 ⑤ グローバルな産地間

競争に打ち勝つ木材
総合加工産地・あき
たの確立

① 地域特性を踏まえた木材関連産業の育成・強化

【融合と成長の新農林水産ビジネス創出戦略】
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Ⅰ統計等で見る秋田県の現状Ⅰ統計等で見る秋田県の現状

○関連する施策・プラン

「秋田県イメージアップ戦略」

「秋田県観光振興プラン」

「あきた企業応援ファンド」 「あきた
農商工応援ファンド」

「あきた“食
彩まるごと ”商談会」「県産品パンフレット『あ
きた美吟』」

○情報発信・ポータルサイト等

「こまちチャンネル」

「秋田県農林水産物マーケッ
ト情報」

「あきた食
の国ネット」

「秋田県観光総
合ガイド “あきたファンドッとコム ”」「秋田の
物産総合情報サイト “ＮＥＭＡＲＥ ”」

「美
の国あきたネット」

その他、関連するビジョンや行政情報等

サイト名 / アドレス

○美の国あきたネット
    http://www.pref.akita.lg.jp/

○こまちチャンネル
    http://www.e-komachi.jp/

○秋田県農林水産物マーケット情報
    http://www2.e-komachi.jp/market/

○比内地鶏ネット
    http://www2.e-omachi.jp/hinaijidori/

○あきた食の国ネット
    http://common.pref.akita.lg.jp/aktshoku/

○秋田県観光総合ガイド “あきたファンドッとコム ” 
    http://www.akitafan.com/

○秋田の物産総合情報サイト “ＮＥＭＡＲＥ ” 
    http://common.pref.akita.lg.jp/bussan/

秋田県の農林水産業、食品産業および観光・物産等に関連するポータルサイト等

美の国あきたネットのトップ画面
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『第１章統計等で見る秋田県の現状』のまとめ

食農連携を講じる上で戦略をどのように捉えるか

そもそも、秋田県の魅力とは何か？

1-５.秋田県の関連施策など
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地 域 連 携 に よ る 食 品 産 業 の 推 進 に 向 け て

地域ポテンシャルの評価

地域戦略の検討（ＳＷＯＴ分析）

第２章 食農連携推進の課題分析

第３章 連携推進のポイントと課題の克服（参考事例等）へ

○秋田県の食や農等に関係するみなさんは、秋田県のイメージ
をどう捉えているのか。

○地域の関係者等が参集したグループワークにて、地域ポテン
シャルを抽出・整理。

○抽出された地域ポテンシャルの強み・弱み検討。

○整理された地域ポテンシャルの強み・弱みや外部環境の機会・
脅威に対し、これから、秋田県において食農連携等を進める
ための項目（テーマ）を設定。

○項目（テーマ）に従い、秋田県の施策、これまでの活動内容
等を踏まえ、秋田県地域連携推進戦略構想書策定ワーキング
において、戦略視点を検討。

第１章 統計等で見る秋田県の現状

○秋田県の生産、製造、商業・観光、行政施策等について、俯
瞰的、客観的な視点から整理を行った。
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Ⅱ

『１．地域ポテンシャルの評価』
地域ポテンシャル（原料、加工、

技術、人、組織、企業、産業構造、風土・食文化・
歴史など）

『２．地域戦略の検討（ＳＷＯＴ分析）』

（１） 地域ポテンシャルの抽出・整理を目的とし
たグループワークの実施

１.地域ポテンシャルの評価

＜グループワークの実施方法

（①コメントの抽出中） （②コメントの整理中） （マップ検討中）

―グループワーク実施の様子―
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Ⅱ食農連携推進の課題分析

（２）抽出・整理された地域ポテンシャルのまとめ

○豊かな自然環境と郷土文化・食文化

○秋田美人の地域ブランド力

○米を中心とした農業力と魅力ある地域素材

○米、発酵を基盤とした食品製造業の構造

○主要品目の少なさと販売力の弱さ ○製造加工、販売力の弱さと連携の弱さ

①地域の強みに相応するポテンシャル

②地域の弱みに相応するポテンシャル
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グループワークで抽出された地域ポテンシャル

内
部
環
境

Ｓ （ 強 み ）

地
域
の
背
景

豊かな自然環境と郷土文化・食文化 男性は朴訥（ぼくとつ）、女性は秋田
美人の地域ブラ ンド力

豊かな自然 風土・文化・歴史 県民性、人柄 地域基盤

秋田駒、白神山地などの山々 「なまはげ」や「かまくら」など郷土
文化が全国的に有名 「秋田美人」で有名 北海道についで食料自給率全国第 2

位

水がきれいというイメージ 面積が広く、県北～県南での多彩な
食文化

農村女性起業家の数が多く、活動が
活発

全国トップクラスの認定農業者数
（10,255/H21）、607の集約営農組織

八郎潟の干拓と大潟村の農業が有名 きりたんぽ、しょっつる、いぶりがっ
こなどの郷土料理が豊富

県民のイメージは、まじめ、朴訥（ぼ
くとつ）

秋田港を利用した原料の輸入、輸出
が可能（シーレーンの活用）

大館のまげわっぱなど特徴的な容器
を使った料理が有名 小中学校の教育レベルの高さ

温泉（源泉数 576箇所） 重要無形民俗文化財数が 15 箇所で
全国第 1位 秋田ならではの田舎のイメージ

自然エネルギー（水、雪、地熱）

生
産

米を中心とした農業力と魅力ある地域素材

米の生産 米粉の製造 地域特産品 特産水産物
「あきたこまち」ブランドとネームバ
リュー

県内で米粉の取組みが強化されてい
る。 大豆の生産量全国第 2位 ハタハタなど特徴的な海産物

米の生産が全国第 3位 米粉用品種〔瑞穂の舞〕育成 枝豆の生産量日本一を目指す取組 イワガキ、トラフグを主体とした栽
培漁業への取組（新たなブランド化）

広大な耕地（水田）がある 米粉の生産が全国第 2位 比内地鶏、ジュンサイなど、地域特
産品が有名

ほ場（水田）整備率が高い（73% /
H20） 四季折々の季節素材が豊富

製
造
業
・
技
術

米、発酵を基盤とした食品製造業の構造

日本酒（清酒）製造 発酵食品産業 食品の研究機関 多様な産学連携

日本酒の生産量が全国第 5位
いぶりがっこ、味噌、しょっつるな
ど発酵技術を利用した加工食品があ
る

日本酒、麹、味噌、しょっつるなど
発酵技術を利用した食品加工技術

秋田大学、秋田工芸美術短大、県立
脳血管研究センターなどの学術・研
究機関の存在

蔵元杜氏の活躍、酒造メーカーのトッ
プセールス

農林水産技術センター、県立大学、
総合食品研究センターなどの食品に
係る研究機関の技術

米ぬか、甘酒など副産物の活用

小
売
・
消
費
者

魅力的な料理
きりたんぽ、しょっつる、いぶりがっ
こなどの郷土料理が豊富
Ｂ級グルメ「横手やきそば」の取組
が活況

外
部
環
境

Ｏ（機会）
マクロ的視点 ミクロ的視点（対秋田県を主眼に）

消費者
ニーズ

美味しさを求めるニーズとお値打ち感 地域原材料を用いた商品へのニーズ

百貨店等を中心とした物産展の活況

直売所市場の広がり

ネット販売の市場の広がり

Ｂ級グルメの盛り上がり 横手やきそば、神代カレーなど、秋田Ｂ級グルメの認知向上

食の安全・安心志向 安全な国産品を求めるニーズの高ま
り

農業や水産業に対する注目
ノギャルやウギャルなど、生産に取組む若手の注目

表示の信頼性等を求める声

地産池消の高まり

食による健康志向 底堅い健康食品、特保市場

食の高齢化対策 高齢化の進展に伴う介護食市場の拡
大

政策・
行政

農商工連携、6次産業化の推進 各地で展開されている食による地域
活性化の動き 秋田県による食品産業課の設置、食農観の活動の推進

日本食ブランドの推進 米輸出の促進（海外の和食ブーム）

産学連携による技術基盤の強化

米粉など既存作物の利用用途拡大 米の用途拡大、小麦の代替としての米粉利用の高まり

食と観光、その他の関連産業との連携推進

産業・
経済

国産食品の海外評価の高まり

中国を中心とした海外の日本食ブーム 国産原材料、加工品の輸出の促進 米輸出の促進（海外の日本食ブーム）

中国を中心としたアジア人旅行者の増加 韓国ドラマ「アイリス」効果による韓国・台湾人旅行客の増加
環境・
エネル
ギー

温暖化の加速 国内の食料生産に関する環境の変化 南の産地の生産量減少、産地北限の北上

循環型社会システム形成の高まり バイオマスや未利用資源の有効活用

2-１.地域ポテンシャルの評価
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Ｗ （ 弱 み ）

内
部
環
境

地
域
の
背
景

地理的条件や環境条件の課題による経済活動の弱さ

　　大消費地への遠さ 北国の環境条件 地域性その他

大消費地への距離的な課題 積雪が多く、冬期の移動が困難 県内の人口減少

大消費地への時間的な課題 積雪が多いため、冬期の農業が困難・
コストが係る

えふりこき（享楽的、見栄っ張り、
浪費家）

生
産

主要品目の少なさと販売力の低さ

農産物の品目の少なさ 生産サイドの販売力不足 直売所の販売力の弱さ 水産業の弱さ

野菜の旬の時期が集中する 生産量が多いが農業産出額は高くな
い（1,825 億円 /H19） 直売所の販売力、情報発信力が弱い 養殖漁業が脆弱

冬期の地場産野菜の種類が少ない 生産量が多いが農業農業所得は低い 直売所の品揃えや地域の特徴が少な
い

ハタハタ以外に主要水産資源が少な
い。（9,871 トン /H19）

米作（あきたこまち）偏重で変化に
乏しい。農業産出額の 8割 消極的な販売計画

製
造
業
・
技
術

製造・加工、販売力の弱さと情報発信力の低さ 農業と食品産業の
連携の弱さ産業の構造的な弱さ 主力製造品の少なさ 品質管理の弱さ

中小企業が多く、食品の製造出荷額
が低い（1.169 億円 /H19：全体の
7％）

酒と漬物以外の食品加工産業が少な
い

全体的に企業の品質管理技術のレベ
ルが低い

量の問題から県産品が県内加工業者
に利用されていない

食品製造の就業者数が少ない、就業
者の高齢化 水産加工業が少ない 品質管理を行う人材が少ない 地域には食材・技術はあるが製品化

の受け皿となる企業が育っていない

一次加工業者の少なさ（カット、ペー
スト、ジュース）

小
売
・
消
費

県内の嗜好の違い 地産池消の推進力 情報発信力の弱さ

県内各地で食の好みが異なる 給食での地産地消率が低い 県外への食の発信力が弱い

味付けが濃い、塩分を取りすぎる 地産地消の販売ルートが少ない 観光客向けの商品が少ない。単発で
終わる

Ｔ（脅威）

外
部
環
境

マクロ的視点 ミクロ的視点（対秋田県を主眼に競合相手含む）

消費者
ニーズ

少子・高齢化と人口減少による食マーケットの減少

消費者の低価格志向

食の多様化とニーズの変化 消費者の米離れや米消費の減少
アルコール飲料の多様化による日本酒離れ

産業・
経済

生産者の高齢化、担い手不足

生産コストが高い 米価の下落

企業体力の低下、産業の空洞化

食品の商品ライフサイクルの短さ

地域における小売業の衰退 大手企業の県内進出の激化

地域経済の停滞 青森新幹線の開通による青森の知名度アップ、秋田の知名度ダウン

安全・
安心

鳥インフルエンザ、ＢＳＥ、口蹄疫の発生と食への影響

表示偽装、風評被害などの増加

海外
動向

日本周辺の新興国の台頭

新興国市場の拡大と資源獲得競争

海外原料価格の高騰

海外資本の参入

海外からの低価格商品の流入
環境・
エネル
ギー

温暖化の加速 国内の食料生産に関する環境の変化 北海道を中心として良質米の増加

循環型社会システム形成の高まり 環境配慮に係るコスト増・設備投資
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Ⅱ

（１）整理された地域ポテンシャルのＳＷＯＴ分析

2.地域戦略の検討（ＳＷＯＴ分析）

1地域の強みを活かして、機会を捉える ［強み× 機会］

強み ×機会 〔強み〕
○米を中心とした農業力と魅
力ある地域素材

○米、発酵を基盤とした食品
製造業の構造

〔機会〕
○地域原料を用いた
商品へのニーズ

○地産地消の高まり
○海外の日本食ブー
ム

○アジア人旅行者の
増加

米、発酵技術を駆使した食品
など地域の食を積極的にア
ピール。対象は、地域食に対
するニーズを持った国内の消
費者層と韓国人、台湾人旅行
客。

既にブランド力を有してい
る米の更なる戦略展開
日本酒に代表される発酵食
品の戦略展開

内部環境
強み（Ｓ） 弱み（Ｗ）

外
部
環
境

機
会
（
Ｏ
）

①チャンスあり
② どのように弱みを克
服してチャンスをつ
くるか

脅
威
（
Ｔ
）

③ どのように脅威を回
避して、チャンスを
つくるか

④チャンスは少ない
（撤退？）

クロス分析の持つ意味

強み（Ｓ） 弱み（Ｗ）

内
部
環
境

要素（コメント）
連携体や枠組の範囲内にお
けるポテンシャルが、他の
地域や活動と比較した場合
に『優れている』事項

要素（コメント）
連携体や枠組の範囲内にお
けるポテンシャルが、他の
地域や活動と比較した場合
に『劣っている』事項

機会（Ｏ） 脅威（Ｔ）

外
部
環
境

要素（コメント）
連携体や枠組みを推進する
場合や、新製品の開発、販
売展開等を講じようとする
場合『見通しが明るい状況』

要素（コメント）
連携体や枠組みを推進する
場合や、新製品の開発、販
売展開等を講じようとする
場合『見通しが暗い状況』

ＳＷＯＴ座標の項目とクロス分析の方法
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2弱みを強みに変え、機会を捉える ［弱み× 機会］

弱み ×機会 〔弱み〕
○地理的条件や環境条件の課
題による経済活動の弱さ

○主要品目の少なさと販売力
の弱さ

○製造・加工、販売力の弱さ
と情報発信力の低さ

〔機会〕
○地域原料を用いた
商品へのニーズ

○地産池消の高まり
○海外の日本食ブー
ム

○アジア人旅行者の
増加

外部環境の機会に対し、生産、
製造における企画力、商品力、
販売力といった弱みを解決す
るには、既に地域内部にある
強みとの連動により解決も可
能。

加工品の商品開発力向上の
ための戦略展開
品質および安全性確保など
技術力強化と情報の共有化
などネットワーク構築

3脅威を回避し、地域の強みを発揮 ［強み× 脅威］

強み ×脅威 〔強み〕
○米を中心とした農業力と魅
力ある地域素材

○米、発酵を基盤とした食品
製造業の構造

〔脅威〕
○食の多様化、ニー
ズの変化、マー
ケットの減少

○生産者、製造業者
の高齢化・担い手
不足

○地域経済の停滞
○新興国の台頭によ
る資本参入

○原料の高騰

米や発酵技術を基盤とした地
域の強みに対しては、地域の
生産、加工の実状を踏まえた
付加価値戦略が重要となる。
地域のポテンシャルを発揮さ
せるには、既存のフードシス
テムからの脱却も一つの方
法。

地域のポテンシャルに即し
た付加価値形成型戦略と関
係者の意識向上のための取
組推進
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（２）課題解決に向けた戦略視点の整理

2-２.地域戦略の検討（ＳＷＯＴ分析）

ＳＷＯＴ分析で得た地域のポテンシャル情報から戦略視点を導き出したロジックモデル

ＳＷＯＴ分析（秋田の強みと弱み）

地域力
豊かな自然環境
男性は朴訥
女性は秋田美人のブラ
ンド力

大消費地へ遠さ
北国（雪国）の環境
条件
人口減少

生産（農畜産）
コメを中心とした農業
力
比内地鶏、ジュンサイ
などの特産品
山菜など四季折々の地
域素材
ハタハタなどの特徴的
な海産物

農産物の品目の少な
さ
生産サイドの販売
力不足直売所の販売
力の弱さ
水産業の弱さ

製造
日本酒、しょっつるを
はじめとした発酵食品
産業
総合食品研究センター
等の多様な試験研究機
関

産業の構造的な弱さ
主力生産品の少なさ
品質管理の弱さ

食文化・その他
きりたんぽ、いぶり
がっこなどの多彩な郷
土料理と食文化

県内の志向の違い
地産地消力の弱さ
情報発信力の弱さ

外部環境
食の安全・安心志向健
康志向
おいしさを求めるニー
ズ
地産地消

消費者の米離れ
米価の下落
大手企業の県内進出

クロス分析からの地域の優位性と課題

地域の強みを活かして、機会を捉える
○米を中心とした農業力と魅力ある地
域素材
○米、発酵を基盤とした食品製造業の
構造
米、発酵技術を駆使した食品など地域
の食を積極的にアピール。対象は、地
域食に対するニーズを持った国内の消
費者層と、アイリスで訪れる韓国人、
台湾人旅行客。

弱みを強みに変え、機会を捉える
○地理的条件や環境条件の課題による
経済活動の弱さ
○主要品目の少なさと販売力の弱さ
○製造・加工、販売力の弱さと情報
発信力の低さ
生産、製造における企画力、商品力、
販売力といった弱みを解決するには、
既に地域内部にある強みとの連動によ
り解決が可能。

脅威を回避し、地域の強みを発揮
○米を中心とした農業力と魅力ある地
域素材
○米、発酵を基盤とした食品製造業の
構造
米や発酵技術を基盤とした地域の強み
に対しては、地域の生産、加工の実状
を踏まえた付加価値戦略が重要とな
る。

課題解決に向けた方向性（視点）の整理

①付加価値形成戦略
地域が持つ地域資源・業者が持つ経営資
源の価値の再構築と、それを生かす製品
づくり

②市場視点
エンドユーザーを見据えた生産者側との連
携等を含む、マーケティング志向型の成功
戦略構築

②－ 1　生産（米）
基盤整備された広大な水田、人材等のポ
テンシャルを更に引き伸ばす戦略構築

②－２　製造（日本酒）
秋田県で最も６次産業化しやすい分野、
他分野への応用

②－３　製造（その他加工食品・加工技術）
食品産業における分業化、外部化に対応
するために、産地立地型の農林水産物の
一次、二次加工処理産業を育成

③安全性の確保と信頼の向上
トレーサビリティシステムの確立や秋田県
版HACCPの推進等

④情報共有
生産者と加工業者の情報共有（プラットフ
ォームの構築）

⑤意識向上
生産者・加工業者等の意識向上・改革、
マーケット重視等視点の変換

※方向性を検討するべき５項目（８テーマ）

戦
略
優
位
性
の
整
理

課
題
解
決
の
方
向
性
（
項
目
化
）
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課題解決に向けた戦略視点

①付加価値形成戦略～中小零細企業による付加価値形成型の戦略構築等～

　地域が持つ地域資源や事業者が持つ経営資源の価値の再構築と、それを生かす製品づくりを進めましょう。また、商品開
発のヒント収集や、商品や業者、秋田のファンづくりなどのためのコミュニティ形成を促進しましょう。

　商品を売るための戦略構築のために、県では食品に関するプロジェクトを立ち上げています。これを活用して機会を増や
すこととともに、大きな意味でのマーケティング志向で事業経営を成功させていきましょう。

②市場視点～エンドユーザーを見据えた生産者側との連携等を含む、売るための仕組み、戦略構築～
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2-２.地域戦略の検討（ＳＷＯＴ分析）

　稲作に適した生産基盤や気象条件等を最大限に活かし、米主産県秋田としての確固たる地位を確立するため、実需・消費
者視点を重視したマーケットイン型の販売戦略に転換するとともに、ＪＡや法人等が取組む米輸出を推進しましょう。

　吟醸酒・純米酒の需要拡大のため、6次産業化において酒米生産など有利な点を活かしつつ、課題となる流通について、
酒造メーカーの意識改革を進めましょう。また、杜氏の高齢化など県と業界が一体となった技術支援を推進しましょう。

②-2 日本酒について～秋田県で最も6 次産業化しやすい分野、他分野への応用～

②-1 米について～基盤整備された広大な水田、人材等のポテンシャルをさらに引き伸ばす戦略構築～
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Ⅱ食農連携推進の課題分析Ⅱ食農連携推進の課題分析

　県内外の食品産業における分業化、外部化に対応するために、産地立地型の農林水産物の一次、二次加工処理産業を育成
が必要です。加えて、レトルト処理などといった高度加工処理技術の共有化により、食品産業全体の組織的な構造変化を促し、
地域農産物や加工技術の横断的な相互利用を推進しましょう。

　食の根幹となる衛生管理レベルの向上のため、人材の育成を企業で進めることで、危害発生の防止と緊急事態への対応を
可能とすることが重要です。また、行政における危機管理体制の強化など、地域全体としてのネットワーク構築を推進しま
しょう。

②-3 その他の加工食品・加工技術

③安全性の確保と信頼の向上～トレーサビリティシステムの確立や秋田県版HACCPの推進等～
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2-2. 地域戦略の検討（ＳＷＯＴ分析）

　情報共有の観点では、生産者・加工者から消費者につながる一連の流れを作ることが重要となります。既存の情報ツール
を活用しながら、生産者・加工者と消費者とを結ぶ新たなシステムの構築を推進しましょう。

　情報収集と本物志向からの商品づくり、そしてセミナーなどの「機会」に参加、マーケット等の「情報」収集・分析、総
合食品研究センター等の「技術」、それらをつなぐ「人（コーディネーター）」の活用・連携が売れる商品づくりにつながり
ます。

＜情報収集＞

＜本物志向＞

＜外部評価の機会＞

④情報共有～生産者と加工業者の情報共有（プラットフォームの構築）～

⑤意識向上～生産者・加工業者等の意識向上・改革、マーケット重視等視点の変換～
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地 域 連 携 に よ る 食 品 産 業 の 推 進 に 向 け て

第4章 今後のストーリー展開（戦略提案）へ

第２章 食農連携推進の課題分析

○秋田県の地域ポテンシャルの抽出・整理を行うとともに、秋
田県を取巻く外部環境等との分析から、地域が進めるべき戦
略視点の整理を行った。

食農連携等の戦略の参考となる事例収集

地域の優位性確保のための秋田の魅力

第３章 連携推進のポイントと課題の克服

○分析結果の補足として、県内の先進的取組を行っている事業
者にインタビューを行い、何を目指しているか、また、それ
に寄与する具体的な活動等について情報収集を行った。

○国内では、既に多くの食農連携等に向けた動きが活発である。
むしろ「秋田ならでは」とか「秋田だから」といった、他の
地域にはない魅力について、人を中心に事例収集を行った。
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Ⅲ １.食農連携等の戦略の参考となる事例収集

※５項目（８テーマ）：①付加価値形成戦略、②市場視点、② -1米、② -2 日本酒、② -3 その他加工食品・加工技術、
③安心性の確保と信頼の向上、④情報共有、⑤意識向上 

分析結果の確認を目的とした情報収集の対象と戦略視点として捉えた５項目（８テーマ）との整合性整理

参考事例
５項目（８テーマ）との連動性

取組の特徴
① ② ②

-1
②
-2

②
-3 ③ ④ ⑤

豊下勝彦さん
ポークランドグループ
代表取締役

● ● ● ● ●
先進的な養豚技術による安全安心な食肉の生
産と、循環型農業の実践、消費者グループと密
接な信頼関係を築き、桃豚ブランドで県内、首
都圏にも幅広く供給

安藤大輔さん
（株）安藤醸造
　代表取締役

● ● ● ● ●

直接販売と徹底的な試食を通したマーケティ
ングにより売れ筋を開拓。シーズとニーズ、そ
れをつなぐ技術力とＡＮＤＯブランドで海外
展開も視野に入れながら意欲的な展開を目指
している

藤岡茂憲さん
（有）藤岡農産
　代表取締役

● ● ● ●
あきたこまちから「あいかわこまち」へ
自社ブランドにこだわり、飛び込み営業と生産
者の顔の見える販売戦略で、米にこだわり首都
圏で販路を拡大している

小林忠彦さん
秋田醸造（株）
代表取締役

● ● ● ● ●
県内の醸造元５社の若手経営者による醸造技
術の情報交換などを目的としたNEXT５
飲酒人口が減少する中で、消費者ニーズに合わ
せた高付加価値商品の形成を目指している

多賀糸敏雄さん
よこて発酵文化研究所所長
（株）丸高　代表取締役

● ●
地域の発酵文化を活かして、産学官民協働で
「発酵」をキーワードに地域活性化を目指す。
醤油やいぶりがっこ「平鹿美人」などオリジナ
ル商品による本格的な展開を模索中

杉山秀樹さん
秋田県立大学生物資源科学
部客員教授

● ● ●
元秋田県水産振興センター所長、秋田県独自の
ハタハタの 3年間の禁漁など、資源保護に尽
力
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Ⅲ連携推進のポイントと課題の克服（参考事例等）

○ポークランドグループの概要

○ポークランドの技術

○販売のポリシー（安全安心と消費者教育）

○今後の秋田に必要なこと

〒017-0201秋田県鹿角郡小坂町小坂字台作1-2
TEL 0186-29-4000
http ://www.momobuta .co . jp/豊下勝彦氏（ポークランドグループ 代表取締役）

○ ( 株 ) 安藤醸造の事業概要

○高付加価値型戦略

○市場視点

○加工技術

〒014-0315 秋田県仙北市角館町下新町27
TEL： 0187-53-2008
http ://www.andojyozo .co . jp/安藤大輔氏（（株）安藤醸造代表取締役）
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3-１.食農連携等の戦略の参考となる事例収集

○藤岡農産の概要

○あきたこまちの差別化＝「あいかわこまち」

○小ロットの販売体制・方針

○逆境こそが業績拡大のチャンス

〒018-4281秋田県北秋田市羽根山字上ノ山2-8
TEL/FAX：0186-78-5109
http ://www5.ocn .ne . jp/~komat i/ index2.htm藤岡茂憲氏 ( ( 有 ) 藤岡農産代表取締役）

○NEXT５とは

○NEXT５が生まれたわけ

○NEXT５の戦略の特徴

○NEXT５の目標

〒010-0021 秋田県秋田市楢山登町5-2
TEL：018-832-2818
http ://www.osake .or. jp/kuramoto/m31.html小林忠彦 (ゆきの美人醸造元秋田醸造（株）代表取締役）
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Ⅲ連携推進のポイントと課題の克服（参考事例等）Ⅲ連携推進のポイントと課題の克服（参考事例等）

○横手発酵文化研究所の設立目的

○価値の再発見

○ いぶりがっこを海外も視野に入れ展開したい

○「発酵」を広域で取組みたい

〒013-0072 秋田県横手市卸町8-4
TEL 0182-32-9582
http ://www.ft - town. jp/ft%20inst i tute .htmhtm多賀糸敏雄氏（よこて発酵文化研究所所長 (株) 丸高代表取締役社長）

○杉山秀樹氏について

○ハタハタについて

○秋田の水産業

○男鹿地魚伝承士検定試験

ＮＰＯ法人あきた地域資源ネットワーク
〒011-0945 秋田県秋田市土崎港西3-9-15
チェレンジオフィスあきた２０３号室
TEL：018-860-0610杉山秀樹氏（秋田県立大学生物資源科学部客員教授）
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Ⅲ ２.地域の優位性確保のための秋田の魅力

秋田の女性

他の地域にない秋田県の魅力
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Ⅲ連携推進のポイントと課題の克服（参考事例等）

秋田の元気な女性インタビュー

○泉牧子氏について

○ＪＡンビニANN・ANの挑戦

○ 集落営農、農業法人経営に女性を積極的に参画させ、
多角的展開を

○秋田の女性のホスピタリティに注目！！

泉牧子氏（仙北市総合産業研究所）

○泉谷氏の農業活動の概要

○ グリーンツーリズム活動を通じて子供達に、食べ物
の大切さ、続けることの大切さを教える

○ 作っている人の顔が見える農業、作る「量」にこだ
わらない農業、旬を大事にした農業を大切にするこ
とが農業の持続性につながる

泉谷美津子氏（秋田県横手市）
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○ 旅行ニーズは「体験型」「交流型」のニュー
ツーリズムへ

農と郷土と観光

緑豊かな農山村においてそ
の自然にふれあい、農業体
験ができる 12戸と交流す
ることができます。

秋田県内の農業体験ツアーの一例

秋田の豊かな自然と人との結びつきについてインタビュー

田舎をもっと楽しもう！！ふるさと体験秋田県
http://www.akitafan.com/taiken/index.htm

3-２.地域の優位性確保のための秋田の魅力

○劇団わらび座から農業体験ツアーへ

○キーワードは「感動」

○ 最高のおもてなしは
　　「食の成り立ちそのもの」

○「感動」は次へつながる

たざわこ芸術村 http://www.warabi.or.jp

大和田しずえ氏
（株式会社わらび座たざわこ芸術村営業企画室室長）
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地 域 連 携 に よ る 食 品 産 業 の 推 進 に 向 け て

第３章 連携推進のポイントと課題の克服

○戦略視点のポイントとなる５項目８テーマに対し、地域内の
参考となる情報収集を行った。また、「秋田ならでは」といっ
た観点で、さらに参考となる情報についても掲載した。

これからの秋田県に必要な６つの戦略提案

第４章 今後のストーリー展開（提案）

○本書で整理してきた議論を踏まえ、これからの秋田県に必要
な６つの戦略提案を行いました。

●秋田県の地域戦略遂行における根幹のテーマ
　１． 「あるもの探し」と「あるもの磨き」（価値の再発見と付

加価値形成）
●１. を高めるためのツール（手段、方法）
　２． 市場の分析力と地域の連携力を駆使して新たなマーケッ

トを目指す
　３．生産と製造に関わる技術の利活用
　４．観光との融合による地域ブランド力の向上
●２. ～４. を進めるための受皿、枠組、そして人
　５． 情報ネットワーク構築とファシリテートセクションの重

要性
　６．最重要課題は「つなぎ役」、コーディネーターの育成
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『地域性』

地域資源

売れる市場をどう創り、どう提案するか

１．資源の書き出し ２．資源の現状の機
能と価値の再評価

３．資源の新たな機
能・評価を考える
地域独自のアピール

４．未利用資源の
「戦力化」

①現状の商品・サー
ビスの見直し
②新たな商品・サー
ビスの理念

異質な視点を活か
す（自分の当たり前
が他人の「驚き」か
もしれない）

地域らしい
商品・サービス
の創出

地域に愛され、愛着
を持たれた
商品・サービス

地域資源

「あるもの探し」地域資源等のポテンシャル再発見と再評価

大ロット商品

小ロット商品

○大量に売るための生産・製造体制
　・大ロットに耐える原料の確保
　・大ロットに耐える商品製造システム
　　→合理化と効率化
○需要者の規格に沿った商品の開発
　　→高い、品質、衛生・安全管理

売るための市場にどう合わせるか

地域住民に認知され、愛され、支持されること

マーケットの主要をなす、既存のフードシステム

○地域の特徴的な原料・商品
　・特産農林水産物
　・伝統食品、郷土料理、
　　→合理化と効率化とは無関係
○大量生産、規格統一化は困難
●商品の訴求力が低い
●原料、人件費等から高価格になりがち

売れる市場をどう創り、どう提案するか

地域性を魅力とする
消費者ニーズに合
った商品・サービス

地
域
性
に
魅
力
を
感
じ
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

「あるもの磨き」
資源を活用した新しい高付加価値形成
その方法は原料や商品によりさまざま「あるもの磨き」の一例

原料生産体制の
構築や商品生産
力の向上等から、
既存のフードシ
ステムに移行し
ていく場合も考
えられる

特産原料

自然資源

食文化

歴史・文化

人的資源

etc…

「あるもの磨き」の一例

↓
売れない、売りにくい

戦略提案 ： 秋田の地域ポテンシャルを踏まえた「あるもの探し」「あるもの磨き」の戦略

１.「あるもの探し」と「あるもの磨き」（価値の再発見と付加価値形成）Ⅳ

（1）あるもの探し
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

『あ

るもの探し』

（2）あるもの磨き

『あるもの
磨き』

①秋田ならではの商品づくりと価値形成

② 市場ニーズを知ること、自社商品を見つめ直
すこと、価値の再評価

　
→  詳しくは「２. 市場の分析力と地域の連携力を駆使して新た
なマーケットを目指す」（p51）をご覧ください。

③ニーズにあった商品づくり
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　→  詳しくは「３. 生産と製造に関わる技術の利活用」（p54）
をご覧ください。

④秋田県ならではのあるもの磨き・・「観光」

　→  詳しくは「４. 観光との融合による地域ブランド力の向上」
（p57）をご覧ください。

⑤地域から愛される商品づくり…ブランド化

⑥食や農の基盤にある秋田県のキラーコンテンツ

『キ
ラーコンテンツ』

「 参考事例3.2（p44～ 46）」から見る
秋田県のキラーコンテンツ

＜「秋田美人」のイメージ活用＞

＜「郷土文化」のイメージ活用＞

4-1.「あるもの探し」と「あるもの磨き」（価値の再発見と付加価値形成）
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

戦略提案 ： 流通等との連携による新商品開発と連携機会を促す商談会の実施

Ⅳ 4-２.市場の分析力と地域の連携力を駆使して新たなマーケットを目指す

（1）企業戦略のあり方

（2）マーケットインの視点とは

『マーケットインの視点』

『情
報発信力』

（3）地域のポテンシャルを有効活用する
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4-２.市場の分析力と地域の連携力を駆使して新たなマーケットを目指す

（4）商品のスト－リー性とは何か

（5）思いを理解してくれる相手を選ぶ

『商品のストーリー性』

『商品が生まれた必然性』
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

戦略提案 ： マーケティングのメソッドを習得するための人材研修
（例えば失敗事例のケーススタディ）

　 → 詳しくは「４. 観光との融合による地域ブランド力 
の向上」（p57）をご覧ください。

（6）大消費地はアンテナ、本当の味は秋田

（7）市場投入の失敗から学ぶ（検証）～分析力の発展的な考え方～
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4-３.生産と製造に関わる技術の利活用Ⅳ

（5）コーディネーターの活用

　→  詳しくは「６. 最重要課題は「つなぎ役」、コーディネーター
の育成」（p62）をご覧ください。

（4）消費者との情報共有

（3）農林水産物売り手と買い手の情報共有（1次産業と2次産業のプラットフォーム構築）

●秋田県農林水産物マーケット情報（再掲）
http://www2.e-komachi.jp/market/index.html

（2）加工処理技術の共有

（6）公設試験場等、研究機関の活用

「量」から「質」へ変化

（1）同業者間の情報（技術）共有
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

No. 対象食品分野 技術分野 技術シーズ

1 農産食品（米） 差別化技術開発 ＤＮＡ鑑別による秋田県産米の品種判別技術の開発 

2 農産食品（米） 食品加工技術 有色米を原料とした甘味素材の開発

3 農産食品（米） 食品加工技術 マイタケを使用した米飯の改良方法

4 農産食品（米） 食品加工技術 無洗米や無浸漬で炊ける米の調整方法

5 農産食品（米） 食品加工技術 加熱処理米粉による米加工品の食感改良

6 農産食品（米） 食品加工技術 小麦アレルギーに対応する、米粉等を使った商品開発

7 農産食品（米） 食品加工技術と装置開発 きりたんぽ製造における連続生産システムの開発

8 農産食品（米） 付加価値をつけた新商品開発 伝統食品「こざきねり」の伝承性と新規性を併せ持
つ新商品の提案

9 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 ミョウガの精油成分に着目したドレッシング商品の
開発

10 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 冷凍による通年利用可能な搾り大根搾汁商品の開発

11 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 県産生鮮品（スイカ、りんご、ブドウ、トマトなど）
のスィーツ開発

12 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 県産トマト加工商品（ソース、ピューレ等）開発

13 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 県産特産品（比内地鶏、男鹿鯛等）を使った商品開発

14 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 県産畜肉製品を使ったレトルト食品開発

15 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 電子レンジ対応型きりたんぽ鍋の開発

16 農産食品（その他） 付加価値をつけた新商品開発 農産加工グループ、女性起業グループへの食品加工
技術支援

17 農産食品（その他） 高付加価値化 じゅんさいの品質向上技術開発

18 水産食品 水産加工食品開発 秋田県産ハタハタずしの成分と官能評価

19 水産食品 水産加工食品開発 ハタハタ卵（ブリコ）加工品の開発

20 食品一般 食品加工技術 豆腐関連商品ブラッシュアップ

21 食品一般 新商品開発 塩の製造技術

22 発酵食品 微生物開発 味噌用新乳酸菌AL-1 の有効利用による県産味噌の
品質向上

23 発酵食品 微生物開発 抗変異原性を指標とする味噌用麹菌AOK139の開発

24 発酵食品 高付加価値化 フキノトウ由来生理機能成分の調合味噌への応用

25 発酵食品 品質管理技術 高品質な米麹の衛生管理等

26 発酵食品 微生物利活用 白神こだま酵母の利活用 (パン、調味料 )

27 発酵食品 微生物利活用 白神こだま酵母ドライ

28 発酵食品 微生物利活用 白神の乳酸菌　作々楽 (漬物、清酒など )

29 発酵食品 微生物利活用 白神の乳酸菌　KLB3138aC (清酒、濁酒、漬物など)

参考 ： 秋田県総合食品研究センターが有する基盤技術シーズと対象食品分野の一覧 (1)
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4-３.生産と製造に関わる技術の利活用

No. 対象食品分野 技術分野 技術シーズ

30 発酵食品 微生物利活用 白神パンミックス

31 発酵食品 微生物利活用 県産素材（麹、有用微生物等）を用いた新調味料の開発

32 酒類（清酒） 清酒醸造技術と装置開発 遠心分離方式による清酒もろみの製成システムの開発

33 酒類（清酒） 清酒醸造技術と装置開発 麹生産システムの開発

34 酒類（清酒） 清酒用酵母開発 新規清酒用酵母を用いた低アルコール清酒の開発

35 酒類（清酒） 清酒用酵母開発 吟醸酒用酵母「こまち酵母」の開発

36 酒類（清酒） 清酒用酵母開発 純米酒・純米吟醸酒用酵母「秋田純米酵母」の開発

37 酒類（清酒） 清酒用酵母開発 蔵付き酵母選抜技術

38 酒類（清酒） 清酒用酵母開発 秋田純米酵母を用いた微発泡飲料製造技術

39 酒類（清酒） 清酒用酵母開発 秋田酵母№１２と秋田酵母№１５を用いた清酒製造技術

40 酒類（清酒） 酒米開発と醸造技術 秋田県産米「秋田酒こまち」を用いた清酒製造技術

41 酒類（清酒） 清酒用麹菌開発 「秋田酒こまち」に適した新種麹菌「Ｎ５４Ｇ」の開発

42 酒類（清酒） 醸造技術開発 口当たりのよい清酒製造技術の開発

43 酒類（その他） 醸造技術開発 フルーツ甘酒製造技術

44 酒類（その他） 濁酒製造技術 どぶろく特区（通称）に対応した濁酒の製造技術

45 酒類（その他） 酵母開発 桜の花から分離した酵母を用いたビール、パン、日本酒

46 酒類（その他） 機能成分を持つ飲料開発 六条大麦ポリフェノールを含むビール

47 酒類（その他） ワイン製造技術 コクのあるアルコール飲料の製造方法

48 機能成分 生活習慣病予防 トチュウの糖尿病合併症予防成分の解明と商品の提案

49 機能成分 食品加工技術 蛋白質分解酵素活性を低減したマイタケ

50 機能成分 食品加工技術 γ－アミノ酪酸（ギャバ）高含有食品米ぬか発酵エキス・
パウダー

51 機能成分 食品加工技術 美容効果のあるホップポリフェノールを含む食品や飲料

52 機能成分 有用成分開発 県産食材（鹿角霊芝）を用いた化粧品素材の開発

53 機能成分 有用成分開発 脂質代謝を改善する食品素材（ヤマブシタケ）

54 機能成分 有用成分開発 酵素による肉類の品質評価

55 機能成分 有用成分開発 癒し効果がある乳酸菌利用食品の提案

56 機能成分 有用成分開発 じゅんさいの動脈硬化予防成分

57 その他 衛生管理 食品工場の検査室立ち上げ支援（微生物検査・微生物
管理）

58 その他 機能性食品の評価 あきた食品トライアルネット（ヒト試験）システムの
構築

参考 ： 秋田県総合食品研究センターが有する基盤技術シーズと対象食品分野の一覧 (2)
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

4-４.観光との融合による地域ブランド力の向上Ⅳ

（2）秋田県のポテンシャル

（3）観光と「食」および「農」の融合

こと」
と「もの」

　①「こと」との融合

（1）観光の形態変化

『非日常』
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戦略提案 ： 秋田県が有する地域ポテンシャルを用いた食と農の連携および観光との融合戦略

4-４.観光との融合による地域ブランド力の向上
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

(4) 旅行者の多様なニーズへの対応

『ありのままの秋田』

②「もの」との融合

「作っ
たが売れない」という課題

秋田で最も大きな祭り竿燈
（秋田市）

自然豊かな秋田のめぐみを
おもてなし

59農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業



Ⅳ ５.情報ネットワーク構築とファシリテートセクションの重要性

（1）秋田県全体での情報連携等の推進

（2）情報連携の体制づくりと対応力の強化

『ファシリテーター

的なセクション』

（3）各セクターの役割とプラットフォーム

『プラット
フォーム』

（4）テーマ別、地域別プラットフォーム
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

戦略提案 ： 秋田県における総合ネットワークモデルの構築とファシリテート・セクションの設置

(5) 食・農・観ネットワークの役割

61農山漁村 6次産業化対策事業
技術促進対策事業



Ⅳ ６.最重要課題は「つなぎ役」、コーディネーターの育成

（1）連携・共有化の支援について

（2）コーディネーターとは

（3）秋田県におけるコーディネートモデル
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Ⅳ今後のストーリー展開（戦略提案）

On the Job Training

名　称 該当するセクター 役　割
プレーヤー ○地域の活動に従事する生産者、食品関連事業者、その他関連事業者
ファシリテート・
セクション

行政の該当する施策に対す
る中心的な部局
①ファシリテーター
②総括コーディネーター
（①が兼ねることもあり）
③ネットワーク連携中核担
当者

◇ファシリテーター
地域の基幹戦略の遂行や各種関連事業（国・県その他）等
の情報集約拠点、県全体の総括戦略理解と差配

◇総括コーディネーター
各プラットフォームのコーディネーターや事務担当者、さ
らにはプレヤーとの連携を有し、ファシリテーターの指示
のもと、各プラットフォームの活動を支援

◇ネットワーク連携中核担当者
総括コーディネターを事務的にフォローし、ネットワーク
全体の関係調整を図る事務機能

ネットワーク ○ファシリテート・セクション、行政等の関連部局、各プラットフォームおよびプレーヤー
とつなぐ、人的連携、情報連携の状態
○ファシリテート・セクションが総括管理

プラットフォーム

コーディネーター

業種、業態別、地域別、テー
マ別に関係者が参集された
議論、情報交流、意見交換、
課題解決の場
①コーディネーター
②プラットフォーム・メン
バー
③プラットフォーム事務局

◇コーディネーター
プラットフォームの活動推進や課題解決に向けた調整を図
る。ファシリテーション・セクションが掲げる戦略やプラッ
トフォームが目指す方向性の理解、プレーヤーとともに汗
をかく業務遂行が必要。

〔秋田県、振興局、市町村、関連団体、中核支援拠点、研究
機関等の連携窓口主担当者や連携による業務経験等を有す
る地域の生産者や食品関連事業者〕

◇プラットフォーム・メンバー
特定の業種、業態別、地域別、テーマ別に参集された関係
者

〔秋田県、振興局、市町村、関連団体、中核支援拠点、研究
機関等の担当者や地域の生産者や食品関連事業者、商業、
観光、輸送、金融、デザイン、ＩＴなどの関連事業者など〕

◇プラットフォーム事務局
特定の業種、業態別、地域別、テーマ別に参集された枠組
において、業務を推進する窓口

〔秋田県、振興局、市町村、関連団体、中核支援拠点、研究
機関等の事務担当者など〕

アドバイザー ○秋田県における食農連携等の活動の推進において、各プラットフォームのコーディネー
ターが克服できない課題の解決や、ファシリテート・セクションのファシリテーターや総
括コーディネーターが取組を遂行する際の参考意見等を聞く
〔秋田県内外の自然科学系・社会科学系学識経験者や研究者、製品開発・マーケティング・
販路確保・ブランド化・メディア・デザイン、その他関連する領域の有識者や実務者など〕

戦略提案 ： 秋田県における総合コーディネート・モデルのイメージと役割
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齋藤 了（さいとう さとる）
秋田県農林水産部 農林政策課
TEL 018-860-1723
E-Mail：saitou-satoru@pref.akita.lg.jp

農業法人や直売組織等が主体となり、
生産だけでなく、加工や販売などを
取り込んだ新たなビジネスへの挑戦
を関係者と一緒に応援します。

金子 潤（かねこ じゅん）
秋田県農林水産部 流通販売課
TEL 018-860-1761
E-Mail：junk@pref.akita.lg.jp

農林水産物やそれらを使ったもので、
売りたいもの・買いたいものがあり
ましたら、遠慮なくご相談ください。

杉本 勇人（すぎもと はやと）
秋田県産業労働部 食品産業課
TEL 018-860-2258
Sugimoto-Hayato@pref.akita.lg.jp

食品産業の振興に向け、種々の活動、
情報提供等行います。お気軽にご相
談ください。

佐藤 良知（さとう よしとも）
財団法人あきた企業活性化センター
TEL 018-860-5622
E-Mail：yoshitomo@bic-akita.or.jp

様々な支援メニューの活用や各機関
との連携により新商品開発や販路開
拓をお手伝いします。お気軽にご相
談ください。

河村 守信（かわむら もりのぶ）
㈱都市環境計画研究所 秋田事務所
TEL 018-825-2602
E-Mail：morinobu@vmail.plala.or.jp

地域の自由なサポーターとして、地
域戦略練り、事業プランニング、推
進サポートなどを行います。是非、
ご相談を。

木曽 英紀（きそ ひでき）
㈱都市環境計画研究所 秋田事務所
TEL 018-825-2602
E-Mail：hideki@msd.biglobe.ne.jp

地域の自由なサポーターとして、地
域戦略練り、事業プランニング、推
進サポートなどを行います。是非、
ご相談を。

尾張 かおる（おわり かおる）
秋田県総合食品研究センター
TEL 018-888-2000
Kaoru-Orientalbeauty@pref.akita.lg.jp

食品に関わる技術や、試験研究に関
する様々な人や情報の提供を通じて、
秋田県の美味しい食品の製造販売の
お役に立ちたいと思います。

高橋 仁（たかはし ひとし）
秋田県総合食品研究センター
TEL 018-888-2000
E-Mail：hitoshi@arif.pref.akita.jp

酒処秋田に蓄えられたたくさんの
シーズを活用して研修、技術相談へ
の対応などを行います。どうぞご利
用下さい。

熊谷 昌則（くまがい まさのり）
秋田県総合食品研究センター
TEL 018-888-2000
E-Mail：kumagai@arif.pref.akita.jp

各種技術相談、研修会等を通じて皆
様に地域農産物を利活用した食品加
工技術を提供しますのでどうぞご利
用ください。

畠山 頼仁（はたけやま よりひと）
秋田県中小企業団体中央会
TEL 018-863-8701
E-Mail：yori3464@chuokai-akita.jp

新たな連携先をお探しの方は、ご遠
慮なくご相談下さい。

長谷川 潤一（はせがわ じゅんいち）
社団法人食品需給研究センター
TEL 03-5567-1991
E-Mail：hase@fmric.or.jp

地域連携の戦略構築、連携に関する
施策、全国の事例について、たくさ
んの情報をお伝えします。ご気軽に
ご相談を！

後藤 祥子（ごとう さちこ）
社団法人食品需給研究センター
TEL 03-5567-1991
E-Mail：goto@fmric.or.jp

食品加工等の技術を利用した、技術
開発等の補助事業申請のお手伝い等
をさせていただきます。

地域の農林水産業と食品産業等との連携のサポート窓口
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齋藤　　了 秋田県農林水産部 農林政策課 副主幹
金子　　潤 秋田県農林水産部 流通販売課 主査
杉本　勇人 秋田県産業労働部 食品産業課 主任
尾張かおる 秋田県総合食品研究センター 上席研究員
高橋　　仁 秋田県総合食品研究センター 上席研究員
熊谷　昌則 秋田県総合食品研究センター 主任研究員
佐藤　良知 財団法人あきた企業活性化センター 主幹
畠山　頼仁 秋田県中小企業団体中央会 工業振興課長
長谷川潤一 社団法人食品需給研究センター 主任研究員
後藤　祥子 社団法人食品需給研究センター 研究員
河村　守信 社団法人食品需給研究センター 客員研究員（秋田県）
 （株式会社 都市環境計画研究所 秋田事務所 計画室長）
木曽　英紀 株式会社 都市環境計画研究所 秋田事務所 研究員
( オブザーバー )
奈良　　博 秋田県農林水産部 農林政策課 課長
照井　義宣 秋田県農林水産部 流通販売課 課長
菅原　仁司 秋田県農林水産技術センター 所長
佐々木定男 秋田県産業労働部 産業政策課 課長
熊谷　　譲 秋田県産業労働部 食品産業課 課長
高野　　靖 秋田県総合食品研究センター 所長
佐々木浩二 財団法人あきた企業活性化センター 技術支援グループリーダー
加藤　　貢 秋田県中小企業団体中央会 事業振興部 部長
丸岡　修一 農林水産省 東北農政局 生産経営流通部 食品課 流通指導官
武田　温美 農林水産省 東北農政局 生産経営流通部 食品課 調整係長

秋田県地域連携推進戦略構想書策定ワーキング

農林水産省補助事業 平成 22年度農山漁村 6次産業化対策事業 技術促進対策事業

地域連携による食品産業の推進に向けて～商品開発・技術開発等の戦略～（秋田県編）

　本書は広く、地域の食料産業に関わるみなさまにご利用いただくことを目的としていることから、転載、複写・複製、電子媒体
等への転用については、下記に記しました実施主体へのご連絡を頂き、利活用の方法等を明示された後にご利用いただけます。
　なお、技術開発・商品開発等のご相談については、本書に記された研究機関や支援機関宛てに直接ご連絡ください。

実施主体：社団法人食品需給研究センター
     〒 114-0024 東京都北区西ヶ原 1-26-3 TEL (03) 5567-1991 FAX (03) 5567-1960
     事業実施統括担当 長谷川 潤一、秋田地域担当 河村 守信
秋田県地域連携推進戦略構想書策定ワーキング 統括担当者
     秋田県総合食品研究センター 上席研究員 尾張かおる
写真協力：   秋田県産業労働部観光課、有限会社人夢キュイジーヌ水上均
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